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今
年
も
冬
本
番
を
迎
え
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の

季
節
が
訪
れ
ま
す
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除
雪
は
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し
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行
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気
象
状
況
を
考
慮
し
、市
道
の

積
雪
が
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㎝
以
上
に
な
っ
た
場
合
、

ま
た
は
朝
ま
で
に
10
㎝
を
超
え
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
除
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を
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ま
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除
雪
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勤
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学
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７
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30
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で
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す
る
よ
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実
施
し

ま
す
が
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間
内
に
作
業
を
終
え

ら
れ
な
い
場
合
は
、作
業
を一
時
中

断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
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Q.除雪した雪をなぜ家の前に置いていくの？
A. �除雪は限られた時間内での作業となるため「雪を道路の左右

にかき分ける方式」をとっています。このため、かき分けた雪
が各家庭の玄関前や車庫前に寄せられますが、その処理は各
家庭でお願いします。

Q.雪かきした後に、除雪車でかき分けた雪を置かないで
 　ほしい
A. �除雪作業は早朝から行っており、午前５時頃に除雪する道路

もあれば、午前７時頃に除雪する道路もあります。人員や除
雪車、作業時間に限りがあるため、各家庭の都合に合わせた
道路除雪を行うことはできませんので、ご理解ください。

Q.除雪車がなかなか来ないことがあるのはなぜ？
A. �降雪状況に加え、除雪車の台数には限りがあることや、除雪降雪状況に加え、除雪車の台数には限りがあることや、除雪

の距離、道路の狭さ、路上駐車などの障害物によって作業にの距離、道路の狭さ、路上駐車などの障害物によって作業に
時間がかかる場合があります。時間がかかる場合があります。

よくある質問と回答

除
雪
車
の
出
動
基
準

安
全
を
支
え
る
除
雪

＊道路上での除排雪作業を行う場合は、警察署の許可が必
要です。。

＊＊道路道路上に民有地の雪を積み上げて放置すると、通行の妨
げになりますので速やかに排雪してください。
＊除雪路線で門口除雪を請け負う場合は、除雪作業後に雪

の処理をお願いします。

除排雪を請負う事業者のみなさんへ

　道路に堆積した雪山や雪堆積場に搬入した雪に大変多く
のごみが混入しており、除排雪作業や近隣農家の営農に支
障を来しています。ごみ捨ての行為を発見した時は連絡して
ください。

道路にごみを捨てないでください

　　毎年冬になると、雪や氷、つららが屋根から落ちて、歩行毎年冬になると、雪や氷、つららが屋根から落ちて、歩行
者のけがや事故が発生しています。このような事故を防ぎ、者のけがや事故が発生しています。このような事故を防ぎ、
冬期間も歩行者が安心して通行できるように、次のことに冬期間も歩行者が安心して通行できるように、次のことに
注意しましょう。注意しましょう。
＊＊屋根の雪や氷が道路に落ちる恐れのある建物には、丈夫屋根の雪や氷が道路に落ちる恐れのある建物には、丈夫

な雪止めを付け、止め具が壊れて落ちないか、必ず点検な雪止めを付け、止め具が壊れて落ちないか、必ず点検
し早めに修繕しましょう。また、屋根の雪下ろしは複数人し早めに修繕しましょう。また、屋根の雪下ろしは複数人
で行い、歩行者や子どもに注意しましょう。で行い、歩行者や子どもに注意しましょう。

＊＊気温が急上昇したときや雨天時に落雪が多発します。ビ気温が急上昇したときや雨天時に落雪が多発します。ビ
ルの壁、窓枠、突出看板などからの落雪は、少量でも危険ルの壁、窓枠、突出看板などからの落雪は、少量でも危険
ですので、小まめに取り除きましょう。ですので、小まめに取り除きましょう。

＊＊建物の所有者は、軒下などの通行者に十分注意を促すよ建物の所有者は、軒下などの通行者に十分注意を促すよ
うにしましょう。また、屋根から大量の雪が落ちたときは、うにしましょう。また、屋根から大量の雪が落ちたときは、
すぐに事故がなかったかを確認後、歩行者の通行の妨げすぐに事故がなかったかを確認後、歩行者の通行の妨げ
にならないよう速やかに処理しましょう。にならないよう速やかに処理しましょう。
＊＊屋根から落ちた雪を道路に出さないでください。歩行者屋根から落ちた雪を道路に出さないでください。歩行者

や車の通行の妨げになります。や車の通行の妨げになります。

屋根から落ちる雪や氷に注意しましょう
作業中の除雪車には近づかないで作業中の除雪車には近づかないで
　除雪車は横滑りや急停止する場合があり危険　除雪車は横滑りや急停止する場合があり危険
ですので、近づかないようにしてください。ですので、近づかないようにしてください。

残雪は、みんなで除雪残雪は、みんなで除雪
　除雪作業を短時間で効率よく行うため、玄関　除雪作業を短時間で効率よく行うため、玄関
先や車庫前の残雪はみなさんで処理するようお先や車庫前の残雪はみなさんで処理するようお
願いします。願いします。
　除雪を委託している方は、車道除雪後に行う　除雪を委託している方は、車道除雪後に行う
よう協力をお願いします。よう協力をお願いします。

道路や川に雪を出さない道路や川に雪を出さない
　除雪した道路に雪を出すと通行の妨げになり、　除雪した道路に雪を出すと通行の妨げになり、
交通事故の原因にもなります。また、川に雪を出交通事故の原因にもなります。また、川に雪を出
すと融雪時に川の水があふれる原因になります。すと融雪時に川の水があふれる原因になります。
　除雪のマナーはきちんと守りましょう。　除雪のマナーはきちんと守りましょう。

路上駐車はやめましょう路上駐車はやめましょう
　路上駐車している車が１台でもあると、その　路上駐車している車が１台でもあると、その
地域の除雪が後回しになったり除雪ができなか地域の除雪が後回しになったり除雪ができなか
ったりと地域全体の迷惑になります。ったりと地域全体の迷惑になります。

北海道開発局＊北海道＊北海道警察＊深川市より北海道開発局＊北海道＊北海道警察＊深川市より

◀道路情報提供
　システムはこちら

　　冬に吹雪が発生し道路の見通しがき
かない場合などには通行止めなどの規
制が実施されます。通行規制区間へ脇
道などから進入すると、吹きだまりに
衝突し、車両の身動きが取れなくなる
などの重大な事故につながる恐れがあ
ります。大変危険ですので、指定され
た迂回路の利用をお願いします。通行
規制の状況は、国土交通省のウェブサ
イト「道路情報提供システム」（https://
www.road-info-prvs.mlit.go.jp/roadi
nfo/)から確認することができます。

吹雪などによる通行規制区間
への侵入は大変危険です

市道の除排雪専用ダイヤル市道の除排雪専用ダイヤル
（自動応答音声ガイダンス）を開設します（自動応答音声ガイダンス）を開設します

　　市では、今冬から市道の除排雪業務を
効率的に行うため、デジタル技術を活用し
た除雪システムの実証実験を開始します。
　除雪に関する問い合わせや要望は、自
動音声ガイダンスによる専用ダイヤルから
受け付けます。

専用ダイヤル

☎050-3355-5349 （24時間受付）

開設期間　令和８年１月13日㈫～３月15日㈰

※通話料は自己負担

0405


